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インパクトアウトカムアウトプットインプット／活動

営農型太陽光発電設
備を設置した区域で
有機栽培が行われる

農薬等を使用しない
有機栽培による農地が
拡大する

土壌中の微生物が
豊富になる

（環境・社会へのインパクト）
生物多様性の回復

土壌の炭素貯留量が
増加する

新しく農業の担い手とな
る人材が増える

作物の栽培・加工のた
めに地域の人材の雇用
が増える

（環境・社会へのインパクト）
地域経済の停滞・過疎化の解消

（環境・社会へのインパクト）
耕作放棄地問題の改善

（環境・社会へのインパクト）
気候変動の緩和

（環境・社会へのインパクト）
エネルギー自給率の改善

（企業経営へのインパクト）
売電収益の活用による
農業事業の収益性の向上
（対応策の検討）

発電設備の設置前に景観への影響評価の
実施、地域への説明・コミュニケーション

営農を継続できる農地
や耕作放棄地が増える

再生可能エネルギーの
利用が増える

創出された電力により、
農業やその他自社事業に
必要な出力が賄われる

発電した電力を外部に
供給・販売する

営農型太陽光発電の
設置区域が拡大する

地産地消の再エネ電力
の供給量が増える

後継者がいない農地や
耕作放棄地に営農型
太陽光発電設備を設
置し、発電と農業を行う

発電に伴うCO2排出量
が削減される

売電による収益をもとに
農業部門での雇用や
設備投資が増える

発電設備の設置によって景観に影響を及ぼす可能性

生態系豊かな農地が
増える


